
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
 

学 校 名 養老町立日吉幼稚園 

実 施 期 間 平成２５年１０月１８日（金）～１１月１３日（水） 

実 施 概 要 ①幼保交流：保育園児・ＪＡ女性の会の方との芋掘り 

②幼稚園児のみのさつま芋掘り 

③保護者とともに食生活改善推進協議会による料理講習会 

実 施 内 容 学習・取組の分野 

 ☑自然   □歴史   □文化   □産業   □その他  

公開の方法 

 □授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □レ講演会等 

 □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者 １９ 人 
計   ２７ 人

地域関係者 ＪＡ女性の会：３人 食改：５人 

実 施 状 況 10/18 幼保交流 

  ５月にＪＡ女性の会の方の御指導のもと苗うえを行い、時折世話をして頂いていた。

年間通して保育園児との交流を行っており、今回の交流会に女性の会の方にお手伝

いいただき、一緒に芋掘りを楽しんだ。４歳児のペアの子と一緒に芋掘りをする中で

自分達が昨年度、保育園児の時に幼保交流会で教えてもらった経験を思い出し、「も

ぐらの手になって土を掘るんだよ。」「おいもを傷つけないようにするんだよ。」と

優しく教える姿があり、一緒に掘ることで、喜びを分かち合うことができた。 

11/8 幼稚園児のみのさつま芋掘り 

  芋掘りでは、芋づるを自分達で引っ張って取り除きながら、どの辺りに芋があるの

かを見つけて掘ったり、友達と力を合わせて掘ることができた。自分達で苗うえ・草

取り・水やりをし、生長を楽しみにしていたため、収穫の喜びが十分に味わえた。 

11/13 料理講習会 

  町保健センターの管理栄養士による指導のもと、食生活改善推進協議会主催の料理

講習会に、親子で参加した。収穫したさつま芋ともち米を蒸し、それを潰して丸め、

さつま芋団子を作った。食改の方から調理の仕方などアドバイスして頂きながら、親

子で十分かかわり、楽しい時間を過ごすことができた。食改の方から紙芝居を読んで

いただいたり、管理栄養士からは、『早寝早起き朝ごはん』に関する話を聞いたりす

ることができ、『早寝早起き朝ごはん』の大切さに改めて気付くことができた。 

成果及び課題 ☆“さつま芋”を通して、いろいろな方との交流活動を行うことができ、同年齢だけで

は経験できない人との関わりをもつことができた。 

☆掘ったさつま芋は、幼稚園児はもちろん保育園児にも家庭に持ち帰ってもらうことで、

家庭へも幼稚園教育をアピールすることができた。 

≪保護者より≫（園児２４人中 ２／３の保護者から感想有り） 

◎掘ったお芋を喜んで持って帰ってきました。「少し寝かせておくと甘くなるん

だって」と、教えて頂いたことを話してくれました。地域の方と関わることで

いろんなことを学んでいるんですね。 

◎「お芋の天ぷらにして！」とリクエストがあり、早速夕食に料理しました。自

分が掘ったお芋を家族に食べてもらえて嬉しかったようです。 

◎自分達で育てたさつま芋を使って料理をすることで、より楽しんでお料理がで

きたと思います。思ったより簡単にさつま芋団子が作れたので、今度家でも作

ってみようと思います。子どもは今から楽しみにしています。 

 


